
様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

(第 1面) 

産業廃棄物処理計画書 

２０２３年 ６月 ２７日 

栃木県知事 

福田 富一 様 

提出者 

住 所  東京都中央区京橋二丁目１６番１号 

氏 名  清水建設株式会社 

取締役社長  井上 和幸 

電話番号  ０３－３５６１－１１１１ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第 9 項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処

理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 清水建設株式会社 東京支店 栃木営業所 

事 業 場 の 所 在 地 宇都宮市東宿郷２－２－１ ビッグ・ビースクエア ３階 

電話：０２８－６３６－２２２１ 

計 画 期 間 ２０２３年４月１日 ～ ２０２４年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

① 事 業 の 種 類
建設業・総合工事業・一般土木建築業 

国土交通大臣許可（特・般―２６）第３２００号 

② 事 業 の 規 模 元請完成工事高 １４５億円（栃木営業所 ２０２２年度） 

③ 従 業 員 数 ５３ （栃木営業所  ２０２３年４月１日現在） 

④産業廃棄物の一連の

処理の工程

別紙―１の通り 

（日本工業規格  Ａ列 4番） 



（第 2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別紙「シミズの廃棄物リサイクルガバナンス」 

及び別紙―２の通り 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

① 現状

【前年度（２０２２年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙―３の通り 

排 出 量   同上    t   t 

（これまでに実施した取組） 

別紙―４の通り 

②計画

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙―３の通り 

排 出 量 同上    t   t 

（今後実施する予定の取組） 

別紙―４の通り 

産業廃棄物の分別に関する事項 

① 現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

別紙―４の通り 

② 計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

別紙―４の通り 



（第 3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

① 現状

【前年度（２０２２年度）実績】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙―３の通り 

自ら再生利用を行った 

産 業 廃 棄 物 の 量 
  同上 t t 

（これまでに実施した取組） 

別紙―４の通り 

②計画

【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙―３の通り 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
  同上 t t 

（今後実施する予定の取組） 

別紙―４の通り 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

① 現状

【前年度（２０２２年度）実績】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙―３の通り 

自ら熱回収を行った 

産 業 廃 棄 物 の 量 
  同上 t t 

自ら中間処理により減量した 

産 業 廃 棄 物 の 量 
  同上 t t 

（これまでに実施した取組） 

別紙―４の通り 

②計画

【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙―３の通り 

自 ら 熱 回 収 を 行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
  同上 t t 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量
  同上 t t 

（今後実施する予定の取組） 

別紙―４の通り 



（第 4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

① 現状

【前年度（２０２２年度）実績】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙―３の通り 

自 ら 埋 立 処 分 又 は 
海洋投入処分を行った 
産 業 廃 棄 物 の 量 

同上 t t 

（これまでに実施した取組） 

別紙―４の通り 

②計画

【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙―３の通り 

自 ら 埋 立 処 分 又 は 
海洋投入処分を行う 
産 業 廃 棄 物 の 量 

同上 t t 

（今後実施する予定の取組） 

別紙―４の通り 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

① 現状

【前年度（２０２２年度）実績】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙―３の通り 

全 処 理 委 託 量 同上  t t 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
同上  t t 

再 生 利 用 業 者へ の 

処 理 委 託 量 
同上  t t 

認定熱回収業者への 

処 理 委 託 量 
同上  t t 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処 理 委 託 量 

同上  t t 

（これまでに実施した取組） 

別紙―４の通り 



第 5面） 

②計画

【目標】 

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙―３の通り 

全 処 理 委 託 量 同上 t t 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
同上 t t 

再 生 利 用 業 者 へ の 

処 理 委 託 量 
同上 t t 

認定熱回収業者への 

処 理 委 託 量 
同上 t t 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処 理 委 託 量 

同上 t t 

（今後実施する予定の取組） 

別紙―４の通り 

※事務処理欄



（第 6面） 

備考 

１ 前年度の産業廃棄物の発生量が 1,000トン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。 

２ 当該年度の 6月 30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中 

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間 

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量 

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行 

令第 6条の 11第 2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収 

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の３の３第 1項の認定を受けた者）であ 

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者 

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の 

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入 

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、 

「―」を記入すること。 

７  ※欄は記入しないこと。



（参考様式）　≪規則第８条の４の５第１号関係≫ 別紙ー１

事業の概要

億円 （2020年 10月1日現在）

栃木営業所 人 （2023年 ４月現在）

栃木営業所 億円 （2022年度）

排出する産業廃棄物の種類： 現場の住所（地番）等：

栃木県内の得意先が固定してないため、 2023年　4月 1日現在

発注ごとに散在し、規模・建物用途がそれ 稼働現場　　 5 件

ぞれ違い、廃棄物が一定していない。

排出　ﾌﾛｰｼｰﾄは別紙－1(2)による。 上記稼動現場は別紙－１（3）リストによる。

※１ 建設工事請負実績（件数　金額） （　５件 億円　）

建設業として社会の停滞状況を考えると

現状維持は難しく、やや低調に推移する。

所　　属 職　　名 氏　　名 電　　話

※１　については、建設業以外の業種は記載の必要はない。

廃棄物発生フロー

担当者 栃木営業所 安全長

事 業 展 望

製造概要、製造等フローシート

(建設業においては、排出概要、排出等フローシート）

145

資 本 金

製 造 出 荷 額 等 又 は
元 請 完 成 工 事 高

従 業 員 数

028-636-2221

743

53

工場配置図

（建設業においては、現場配置図）

産 業 廃 棄 物

現場

最終処分場

再使

ﾘｻｲｸﾙ施設

中間処理施設

ﾘｻｲｸﾙ資材再生資材

安定型最終処分場

管理型最終処分場

委託契約



別紙１（用紙　日本工業規格Ａ４横型）

≪建築工事の例≫

・ｺﾝｸﾘｰﾄがら ・廃泥水 ・ﾓﾙﾀﾙくず ・鉄板片 ・鉄筋くず ・ﾎﾞｰﾄﾞくず ・塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ片 ・ﾋｭｰﾑ管片
・ﾌﾞﾛｯｸくず ・汚泥 ・鉄筋くず ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず ・ｸﾛｽくず ・鉄管くず ・鉄筋くず
・塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ片 ・ｺﾝｸﾘｰﾄがら ・木くず ・ﾀｲﾙくず ・断熱材くず ・ﾀｲﾙくず
・衛生陶器くず ・ｶﾞﾗｽくず ・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ ・ﾌﾞﾛｯｸ片
・鉄管くず ・ｻｯｼくず ・木くず ・ｺﾝｸﾘｰﾄくず
・ﾎﾞｰﾄﾞくず ・ﾓﾙﾀﾙくず ・ｱｽﾌｧﾙﾄくず
・鉄筋くず ・塩ﾋﾞｼｰﾄくず
・鉄骨くず ・ﾌﾞﾛｯｸくず
・木くず ・木くず

・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ

産業廃棄物発生のフローシート

別 紙 － １ （ ２ ）

解
体
工
事

基
礎
工
事

地
下
躯
体
工
事

鉄
骨
建
方
工
事

躯
体
工
事

仕
上
工
事

設
備
工
事

外
構
工
事

主
な
発
生
廃
棄
物



東京支店  栃木営業所
2023年4月1日現在

排出事業所 電話番号 FAX番号 住      所

栃木Ｒ＆Ｍセンター（県央諸口） 028-610-8258 028-633-2781 宇都宮市東宿郷２－２－１　ﾋﾞｯｸﾞ・ﾋﾞｰｽｸｴｱ　３階

(上記は事務所設置場所工事は各所での工事となります）

本田65,77号棟改築建築工事 028-675-8605 028-680-1161 塩谷郡高根沢町上高根沢６４８１

佐野プレミアム・アウトレット設備4期 ― ― 佐野市越名町２０５８

白鷗大学足利中・高等学校工事 0284-22-7815 0284-22-7816 足利市伊勢南町１１－７

真岡市複合交流拠点施設整備事業 0285-81-3683 0285-81-3685 真岡市荒町５１３１

別紙－１（3）



別紙　－２(２）

2023年4月1日

栃木営業所　環境マネジメント組織図

トップマネジメント
専務執行役員

統括環境管理責任者 （事業部門）
執行役員 東京支店長

環境経営責任者
東京支店副支店長

環境推進担当者
安全環境部長

部署環境管理責任者 （ライン部署）
栃木営業所長

部署環境推進責任者
副所長

部署環境推進担当者

施工プロジェクト(建設副産物処理責任者)

（作業所）工事長・現場管理責任者

取引業者



別紙３－１ 別紙３－１

廃棄物の種類及び

実績､目標の別

実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕

排出・処理 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023

の区分 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

　排出量 56.8 60.0 0.0 0.0 27.8 30.0 205.6 200.0 349.1 350.0 439.6 450.0 643.8 650.0 1,940.4 1,000.0 118.7 120.0

　自己再生利用量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　自己熱回収量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　全処理委託量 56.8 60.0 0.0 0.0 27.8 30.0 205.6 200.0 349.1 350.0 439.6 450.0 643.8 650.0 1,940.4 1,000.0 118.7 120.0

優良認定業者
への処理委託量

56.8 60.0 0.0 0.0 27.8 30.0 205.6 200.0 349.1 350.0 439.6 450.0 643.8 650.0 0.0 118.7 120.0

再生利用業者
への処理委託量

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

認定熱回収業者
への処理委託量

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

認定熱回収業者以外
の熱処理回収を行う
業者への処理委託量

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

木　く　ず
が　れ　き　類
（コンクリート）

が　れ　き　類
（アスファルト）

　自己埋立処分 又は
　海洋処分量

　自己中間処理減量化量

２０２２年度実績 及び ２０２３年度目標値　（１）

廃プラスチック ゴ　ム　く　ず 金　属　く　ず ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず
が　れ　き　類

（その他）
汚　　泥



別紙３－２ 別紙３－２

廃棄物の種類及び

実績､目標の別

実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕 実績〔ｔ〕 目標〔ｔ〕

排出・処理 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023

の区分 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

　排出量 0.9 1.0 0.0 0.0 0.6 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 405.4 400.0 3.2 5.0 4,191.9 3,268.0

　自己再生利用量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　自己熱回収量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　全処理委託量 0.9 1.0 0.0 0.0 0.6 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 405.4 400.0 3.2 5.0 4,191.9 3,268.0

優良認定業者
への処理委託量

0.9 1.0 0.0 0.0 0.6 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 405.4 400.0 0.0 0.0 2,248.3 2,263.0

再生利用業者
への処理委託量

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

認定熱回収業者
への処理委託量

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

認定熱回収業者以外
の熱処理回収を行う
業者への処理委託量

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0

紙　く　ず

　自己埋立処分 又は
　海洋処分量

　自己中間処理減量化量

繊　維　く　ず 廃　　油 燃え殻 建設混合廃棄物鉱　さ　い
水銀使用製品産

業廃棄物

２０２２年度実績 及び ２０２３年度目標値　（２）

廃　石　綿　等
(ｹｲｶﾙ板・Pﾀｲﾙ)

合　　計



別紙４.（１）

<産業廃棄物の排出の抑制に関する事項>

　これまでに実施した取組 　今後実施する予定の取組

 廃プラスチック ・作業所毎に原単位､最終処分率の
目標を定め､係員･作業員･取引業者
の末端まで周知を図り､４Ｒ運動 及び
ゼロミッションの推進と減量化に
取り組む。

・（2021年度目標）
総量原単位　15.7ｋｇ/㎡
最終処分率　3.9％以下

 ゴムくず 同　上 同　上

 金属くず 同　上 同　上

 ガラス・陶磁器くず 同　上 同　上

 がれき類（ｺﾝｸﾘｰﾄ） 同　上 同　上

 がれき類（ｱｽﾌｧﾙﾄ） 同　上 同　上

 がれき類（その他） 同　上 同　上

 汚　泥 同　上 同　上

 木 く ず 同　上 同　上

 紙 く ず 同　上 同　上

 繊維くず 同　上 同　上

 廃　油 同　上 同　上

 電線くず 同　上 同　上

水銀使用製品 同　上 同　上

 建設混合廃棄物
　（安定型）

同　上 同　上

 建設混合廃棄物
　（管理型）

同　上 同　上

 廃石綿等
(ｹｲｶﾙ板・Pﾀｲﾙ)

同　上 同　上



別紙４.（２）

<産業廃棄物の分別に関する事項>

　これまでに実施した取組 　今後実施する予定の取組

 廃プラスチック ・作業所の状況により分別の細分化
を図り､中間処分場施設への持込
原単位の減少化を行う。

・更なる教宣活動を行う。

 ゴムくず 同　上 同　上

 金属くず 同　上 同　上

 ガラス・陶磁器くず 同　上 同　上

 がれき類（ｺﾝｸﾘｰﾄ） 同　上 同　上

 がれき類（ｱｽﾌｧﾙﾄ） 同　上 同　上

 がれき類（その他） 同　上 同　上

 汚　泥 同　上 同　上

 木 く ず 同　上 同　上

 紙 く ず 同　上 同　上

 繊維くず 同　上 同　上

 廃　油 同　上 同　上

 電線くず 同　上 同　上

水銀使用製品 同　上 同　上

 建設混合廃棄物
　（安定型）

同　上 同　上

 建設混合廃棄物
　（管理型）

同　上 同　上

 廃石綿等
(ｹｲｶﾙ板・Pﾀｲﾙ)

同　上 同　上

<自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項>

<自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項>

<自ら行う産業廃棄物の埋立処分 又は 海洋投入処分 に関する事項>

　これまでに実施した取組 　今後実施する予定の取組

弊社は収集運搬業、中間処理業の許可を取得していないため、該当なし



別紙４.（３）

<産業廃棄物の処理の委託に関する事項>

　これまでに実施した取組 　今後実施する予定の取組

 廃プラスチック ・作業所毎に適正処理の中間処理
施設を選び、排出前に２者契約を
行ない、マニフェスト伝票管理による
最終完了を確実に行う。

・更なる教宣活動を行う。

 ゴムくず 同　上 同　上

 金属くず 同　上 同　上

 ガラス・陶磁器くず 同　上 同　上

 がれき類（ｺﾝｸﾘｰﾄ） 同　上 同　上

 がれき類（ｱｽﾌｧﾙﾄ） 同　上 同　上

 がれき類（その他） 同　上 同　上

 汚　泥 同　上 同　上

 木 く ず 同　上 同　上

 紙 く ず 同　上 同　上

 繊維くず 同　上 同　上

 廃　油 同　上 ・塗装等の残材を減らし、また塗装を
乾燥させて廃プラスチックとして優良認
定処理業者に処理委託する。

 電線くず 同　上 ・更なる教宣活動を行う。

水銀使用製品 同　上 同　上

 建設混合廃棄物
　（安定型）

同　上 同　上

 建設混合廃棄物
　（管理型）

同　上 同　上

 廃石綿等
(ｹｲｶﾙ板・Pﾀｲﾙ)

同　上 同　上



 

 

シミズの廃棄物・リサイクルガバナンス

産業廃棄物関連に対する管理体制

《方 針》 
経営理念

会社の方針
↓

清水地球環境憲章 
環境基本方針

【事業部門建設副産物総括責任者】 

【事業部門安全環境部長】

○所属の環境保全行動計画(副産物計画含)立案
・ 方針、基本姿勢
・ 目的、目標
・ 重点施策
・ 部門環境教育

 【作業所建設副産物処理責任者】 
○作業所建設副産物適正処理計画
及び実績書(着工・竣工時)  

○環境リスク管理票
○Ｋａｎたす一元化管理システムの活用

次年度計画案承認 
年度実施状況報告 
不具合事例報告

・部門建設副産物総括責任者による報告 
実施状況報告書(2 回／年) 

・具体的取組

ルールの伝達

・部署・作業所における実績報告

報告・情報開示，発信

社会評価の 
情報収集・分析

廃棄物処理・リサイクルにおける施工段階での管理体制

緊急時対応

地球環境委員会 
2回／年 

委員長：社長

【全社安全環境総括】 
・建築担当代表取締役副社長
・土木担当代表取締役副社長

トップ・マネジメント(ＥＭＳ体制)
〔代表取締役副社長〕 

Ｋａｎたすによるデータ報告 
：毎月 1 回

・関係会社〔主要 9社→「ＳＥＧＡ21」「連絡協議会(1 回／2月)」〕 

・取引業者(兼喜会・災害防止協・特安協・安全協議会・４Ｒ活動)

日常の報告・指示 報告事項・案件等の 
承認・指示

【安全環境本部長】

※ 全社建設副産物適正処理計画⇒『年度建築土木事業部門環境保全行動計画』の中で展開
※ 教育実施(安全環境管理講座、石綿特別教育、ダイオキシン特別教育他)

社外への情報公開

地域社会

顧 客

投資家

関係会社・取引業者

〔清水環境社会報告書(第三者保証)(年1回)〕

投資家用パンフ
近隣説明 
町内会協力
周辺美化

営業用各種資料 
ゼロエミ計画書

状況把握

作業所適正処理巡回による状況把握 

3 回／年 安全環境本部へ報告 

協力依頼 
連携
信頼関係構築

【取引業者】

・無梱包搬入・通い箱

・プレカット

【作業所】

・優良業者選定と委託契約
立案
・ゼロエミッション活動

・４Ｒ活動
・分別活動
・環境リスク管理

・環境リスク管理ｼｰﾄ
・環境事故速報

・日常取引業者教育

・ポスター、垂幕の掲示

【収集・運搬】

・優良業者

【最終処分場】

・優良業者

【リサイクル業者】

【メーカーリサイクル】

【広域再生指定業者】
廃石膏ボード等１６社 

【中間処理】

・優良業者

※委託契約は事業部門安全環境部長

建設副産物一元化・回収システム
・運営主体は事業部門安全環境部

資源循環の輪

※マニフェスト伝票適正管理

〔竣工後部門へ移管〕

・保管：5 年

・責任者：部門安全環境部長

緊急時対応

相互関係

法 令 厳 守

自主点検表による自己チェック

行 政

各種法定報告の提出 
施策協力

同業他社・業界団体

情報交換 
施策協力
委員派遣マスコミ関係

取材対応 
アンケート対応

〇全社ルールの伝達 
・建設副産物管理規定
・建設副産物取扱要領(帳票類含む)
・作業所ハンドブック
・解体改修工事ハンドブック
・環境リスク管理シート
・石綿リスク管理シート
〇関係情報の開示(イントラを通じて) 
・不具合事例・関係法令最新情報
・関係社会動向

〇関係法最新状況・社会動向を分析し規
定・要領・施策に反映。 
〇部門・作業所の実施状況を把握し、規定・
要領・施策に反映。 
〇日常の石綿・ﾀﾞｲｵｷｼﾝ・ＰＣＢ等の有害物質管
理の全社取纏管理(各管理シートによる)。 
〇全社安全環境部長会議の開催(1 回／年) 
〇緊急時対応 
〇不具合再発防止策の立案と周知徹底 
◇推進ポスター・垂幕の作成・配布

〇経営資源(人員・予算等)の適切な配分 

社   長 

グリーン調達 

『年度建築土木事業部門環境保全行動計画』 
〔全社建設副産物適正処理計画を含む〕 

〔目的・目標、重点施策〕 

安全環境本部

制定：2004.10.01. 

第 1 回改訂：2005.07.01. 

第 2 回改訂：2006.01.01. 
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